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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第22期

第２四半期
連結累計期間

第23期
第２四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 2,138,675 2,426,365 4,529,182

経常利益 (千円) 126,628 258,392 303,449

四半期(当期)純利益 (千円) 66,399 156,776 174,622

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 50,783 137,374 213,207

純資産額 (千円) 2,577,587 2,827,086 2,740,011

総資産額 (千円) 4,953,467 5,068,047 5,434,289

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 33.00 77.92 86.79

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 52.0 55.8 50.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 54,046 388,783 22,180

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 53,328 △8,640 33,737

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △226,582 △344,897 271,168

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,119,577 1,602,205 1,566,959

　

回次
第22期

第２四半期
連結会計期間

第23期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 16.68 50.78

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．平成25年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行うとともに、１単元の株

式の数を100株とする単元株制度を採用しております。これにより、第22期の期首に当該株式分割が行われ

たと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。　

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態の分析

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は4,094百万円となり、前連結会計年度末に比べ

352百万円減少いたしました。これは、現金及び預金が25百万円増加いたしましたが、受取手形・

完成工事未収入金が 97百万円、たな卸資産が 226百万円減少したことなどによりま

す。　　　　　　
　

　　　（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は973百万円となり、前連結会計年度末に比べ13

百万円減少いたしました。これは、建物及び構築物が８百万円、投資有価証券が８百万円減少した

ことなどによります。　　　　　
　

　　　（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は1,294百万円となり、前連結会計年度末に比べ

281百万円減少いたしました。これは、１年内返済予定の長期借入金が38百万円増加いたしました

が、支払手形・工事未払金が175百万円、短期借入金が125百万円、１年内償還予定の社債が36百万

円減少したことなどによります。
　

　　　（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は945百万円となり、前連結会計年度末に比べ172

百万円減少いたしました。これは、社債が58百万円、長期借入金が114百万円減少したことにより

ます。
　

　　　（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は2,827百万円となり、前連結会計年度末に比

べ87百万円増加いたしました。これは、四半期純利益156百万円の計上、配当金の支払額50百万円

などによります。
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（2）経営成績の分析

 （売上高）

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

売上高(千円) 構成比(％) 売上高(千円) 構成比(％)
前年同期比

(％)

戸建分譲
住宅事業

建売住宅事業 1,434,339 67.1 1,669,568 68.8 ＋16.4

請負住宅事業 670,365 31.3 683,755 28.2 ＋2.0

小計 2,104,704 98.4 2,353,324 97.0 ＋11.8

不動産仲介事業 33,970 1.6 73,040 3.0 ＋115.0

合計 2,138,675 100.0 2,426,365 100.0 ＋13.5

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融政策の見直しにより円高が是正され株式市況

の回復から景気は緩やかに持ち直しつつあるものの、一方で円安の影響による原材料価格の高騰や、電

気料金の値上げなどによる景気下振れの懸念材料に加え、雇用・所得環境も厳しい状況であり、景気の

先行きについては依然として不透明感が払拭できない状況にあります。　　　

当社グループが属する不動産業界におきましては、引き続き低金利の住宅ローン等の後押しもあり比

較的堅調に推移しておりますが、同業者間の価格競争は依然として厳しい状況にあります。

当社グループにおきましては、建売住宅事業が消費税増税前の駆込み等の影響により売上を伸ばした

結果、戸建分譲住宅事業の売上高は2,353百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比較し248百万円

（前年同期比11.8％）の増収となりました。

また、不動産仲介事業の売上高は73百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比較し39百万円（前

年同期比115.0％）の増収となりました。　
　

 （売上総利益）

当第２四半期連結累計期間の売上総利益は491百万円（戸建分譲住宅事業が418百万円、不動産

仲介事業が73百万円）となり、前第２四半期連結累計期間と比較し145百万円（前年同期比

42.0％）の増益となりました。　
　

 （営業利益）

当第２四半期連結累計期間の営業利益は263百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比較し

129百万円（前年同期比97.6％）の増益となりました。
　

 （経常利益）

当第２四半期連結累計期間の経常利益は258百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比較し

131百万円（前年同期比104.1％）の増益となりました。
　

 （四半期純利益）

当第２四半期連結累計期間の四半期純利益は156百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比

較し90百万円（前年同期比136.1％）の増益となりました。
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（3）キャッシュ・フローの分析

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少額97

百万円、たな卸資産の減少額226百万円等により資金を獲得しましたが、仕入債務の減少額175百万

円、法人税等の支払額77百万円等の結果、388百万円の収入（前年同四半期は54百万円の収入）と

なりました。　　

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻によ

る収入80百万円等により資金を獲得しましたが、定期預金の預入による支出70百万円、投資有価証

券の取得による支出11百万円等の結果、８百万円の支出（前年同四半期は53百万円の収入）となり

ました。　

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収

入335百万円により資金を獲得しましたが、短期借入金の純減額125百万円、長期借入金の返済によ

る支出410百万円、社債の償還による支出94百万円等の結果、344百万円の支出（前年同四半期は

226百万円の支出）となりました。　　

　

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は1,602百万円となり、前

連結会計年度と比べ35百万円の増加となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重

要な変更及び新たに生じた課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,000,000

計 7,000,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,012,000 2,012,000
東京証券取引所　
（市場第二部）

（注）

計 2,012,000 2,012,000 ― ―

(注) 権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式です。単元株式数は100株であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。
　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。
　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。
　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 2,012,000 　― 578,800 ― 317,760
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)
発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社誠インベスト 大阪府堺市中区深井北町3169番地 643,000 31.95

株式会社誠リサーチ 大阪府堺市中区土師町５丁60-７-１ 160,000 7.95

小　島　俊　雄 大阪府大阪狭山市 120,000 5.96

小　島　一　誠 大阪府大阪狭山市 104,000 5.16

株式会社不死鳥インベスト 大阪府堺市北区中長尾町４丁５-18 99,900 4.96

株式会社ホームリサーチ 大阪府堺市中区深井北町3169番地 95,000 4.72

株式会社フェニックス建設 大阪府堺市中区土師町５丁60-７-１ 51,000 2.53

小　島　朝　子 大阪府大阪狭山市 48,000 2.38

誠建設工業社員持株会 大阪府堺市中区福田46 45,700 2.27

小　島　真貴子 大阪府大阪狭山市 40,000 1.98

竹　   俊 美 大阪府和泉市 40,000 1.98

計 ― 1,446,600 71.89

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,011,700
20,117 ―

単元未満株式
普通株式

300
― ―

発行済株式総数 2,012,000 ― ―

総株主の議決権 ― 20,117 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づき、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて作成しており

ます。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,828,132 1,853,980

受取手形・完成工事未収入金
※2 640,132 542,776

販売用不動産 837,014 644,952

仕掛販売用不動産 793,546 807,350

未成工事支出金 265,713 217,761

その他 88,857 36,008

貸倒引当金 △5,954 △8,129

流動資産合計 4,447,442 4,094,700

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 150,276 141,358

土地 482,922 482,922

その他（純額） 8,436 14,281

有形固定資産合計 641,635 638,562

無形固定資産

のれん 9,392 9,001

電話加入権 127 127

無形固定資産合計 9,520 9,128

投資その他の資産

投資有価証券 297,230 288,501

その他 47,601 45,542

貸倒引当金 △9,141 △8,387

投資その他の資産合計 335,690 325,656

固定資産合計 986,846 973,347

資産合計 5,434,289 5,068,047

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金
※2 371,923 196,568

短期借入金 174,471 49,000

1年内返済予定の長期借入金 681,693 720,656

1年内償還予定の社債 158,000 122,000

未払法人税等 78,961 94,643

賞与引当金 5,728 6,785

完成工事補償引当金 2,304 2,353

その他 103,059 102,985

流動負債合計 1,576,142 1,294,993

固定負債

社債 200,000 142,000

長期借入金 918,135 803,968

固定負債合計 1,118,135 945,968

負債合計 2,694,277 2,240,961
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 578,800 578,800

資本剰余金 317,760 317,760

利益剰余金 1,845,123 1,951,599

株主資本合計 2,741,683 2,848,159

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,671 △21,073

その他の包括利益累計額合計 △1,671 △21,073

純資産合計 2,740,011 2,827,086

負債純資産合計 5,434,289 5,068,047
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 2,138,675 2,426,365

売上原価 1,792,581 1,934,898

売上総利益 346,094 491,467

販売費及び一般管理費

役員報酬 27,276 24,924

給料及び手当 49,953 51,080

賞与引当金繰入額 3,264 3,642

法定福利費 10,668 10,968

販売手数料 23,141 23,455

広告宣伝費 21,844 21,973

租税公課 19,985 16,511

支払手数料 26,494 45,073

減価償却費 9,427 7,953

のれん償却額 391 391

その他 20,412 22,270

販売費及び一般管理費合計 212,860 228,244

営業利益 133,233 263,223

営業外収益

受取利息 192 157

受取配当金 4,638 5,324

受取賃貸料 7,751 6,985

雑収入 782 1,078

営業外収益合計 13,364 13,546

営業外費用

支払利息 13,847 13,717

支払保証料 2,689 1,679

雑支出 3,433 2,980

営業外費用合計 19,970 18,377

経常利益 126,628 258,392

特別損失

投資有価証券評価損 11,287 －

投資有価証券償還損 3,163 －

特別損失合計 14,450 －

税金等調整前四半期純利益 112,178 258,392

法人税、住民税及び事業税 48,048 92,936

法人税等調整額 △2,270 8,678

法人税等合計 45,778 101,615

少数株主損益調整前四半期純利益 66,399 156,776

少数株主利益 － －

四半期純利益 66,399 156,776
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 66,399 156,776

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15,616 △19,402

その他の包括利益合計 △15,616 △19,402

四半期包括利益 50,783 137,374

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 50,783 137,374

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 112,178 258,392

減価償却費 11,756 10,492

のれん償却額 391 391

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,525 1,420

賞与引当金の増減額（△は減少） △215 1,057

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △154 48

受取利息及び受取配当金 △4,830 △5,482

支払利息 13,847 13,717

投資有価証券評価損益（△は益） 11,287 －

投資有価証券償還損益（△は益） 3,163 －

売上債権の増減額（△は増加） △297,018 97,355

たな卸資産の増減額（△は増加） 102,776 226,210

仕入債務の増減額（△は減少） 227,279 △175,355

前渡金の増減額（△は増加） 9,160 41,150

前受金の増減額（△は減少） 422 △2,959

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,857 20,401

その他 △20,142 △10,359

小計 174,283 476,481

利息及び配当金の受取額 4,830 5,482

利息の支払額 △13,881 △15,824

法人税等の支払額 △111,185 △77,356

営業活動によるキャッシュ・フロー 54,046 388,783

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △57,423 △70,974

定期預金の払戻による収入 114,362 80,372

投資有価証券の取得による支出 △11,526 △11,580

投資有価証券の償還による収入 5,669 －

有形固定資産の取得による支出 － △7,664

出資金の売却による収入 200 －

保険積立金の積立による支出 △290 △1,162

長期貸付金の回収による収入 446 102

その他 1,890 2,267

投資活動によるキャッシュ・フロー 53,328 △8,640

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △64,000 △125,471

長期借入れによる収入 301,000 335,700

長期借入金の返済による支出 △302,766 △410,904

社債の償還による支出 △110,600 △94,000

配当金の支払額 △50,216 △50,221

財務活動によるキャッシュ・フロー △226,582 △344,897

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,088 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △120,295 35,245

現金及び現金同等物の期首残高 1,239,873 1,566,959

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 1,119,577 ※1 1,602,205
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 手形裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形裏書譲渡高 242,521千円 344,636千円

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、前連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結

会計年度末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形 32,105千円 　　　　　　―

支払手形 12,162千円 　　　　　　―

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 1,375,737千円 1,853,980千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△256,159千円 △251,775千円

現金及び現金同等物 1,119,577千円 1,602,205千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 50,300 2,500 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 50,300 2,500 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

(注） 当社は、平成25年４月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、上記配当金について

は、当該株式分割前の株式数を基準に配当を実施しております。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

戸建分譲住宅事業 　 不動
産　　仲
介事業

合計建売住宅  
事業

請負住宅  
事業

小計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,434,339 670,365 2,104,704 33,970 2,138,675 ― 2,138,675

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 106,847 106,847 15,741 122,588 △122,588 ―

計 1,434,339 777,212 2,211,552 49,712 2,261,264 △122,588 2,138,675

セグメント利益 217,515 97,682 315,198 49,712 364,910 △18,815 346,094

（注）１．セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

戸建分譲住宅事業 　 不動
産　　仲
介事業

合計建売住宅  
事業

請負住宅  
事業

小計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,669,568 683,755 2,353,324 73,040 2,426,365 ― 2,426,365

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 539,843 539,843 24,807 564,651 △564,651 ―

計 1,669,568 1,223,599 2,893,168 97,848 2,991,016 △564,651 2,426,365

セグメント利益 298,624 118,092 416,717 97,848 514,566 △23,098 491,467

（注）１．セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第2半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益 33円00銭 77円92銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(千円) 66,399 156,776

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 66,399 156,776

普通株式の期中平均株式数(株) 2,012,000 2,012,000

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成25年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行うとともに、１単元の株

式の数を100株とする単元株制度を採用しております。これにより、前連結会計年度の期首に当該株式分割

が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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  新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員 　
公認会計士　　荒 井 憲 一 郎　　 　　　印

業務執行社員 　

　指定有限責任社員 　
公認会計士　　梅　原　　　隆　　 　　　印

　業務執行社員 　

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月12日

株式会社誠建設工業

取締役会　御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社誠建設工業の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社誠建設工業及び連結子会社の平成
25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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